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令和５年第４回南魚沼市教育委員会 会議録           公開 

 

１ 日時場所  令和５年４月２６日（水）９時３０分開会 

南魚沼市民会館 会議室研修室 

２ 出席者 

委 員： 岡村秀康教育長、西野仁委員、角谷正雄委員、須藤文子委員、川島亜紀子委員 

事務局： 片桐教育部長、関学校教育課長、西潟社会教育課長、山田子ども・若者相談支援セ

ンター長、小林図書センター長、小島管理指導主事、南雲管理指導主事、近藤指導

主事、中村指導主事、青木学校庶務主幹、山田施設主幹、林学校指導係長、梅澤生

涯スポーツ係長 

３ 議 題 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

       西野仁委員、川島亜紀子委員 

日程第２ 教育長及び事務局諸報告 

（教 育 長） （日程 2ページ、教育長及び事務局諸報告のとおり） 

（須藤委員） ４月１０日に行われた、高校生の海外派遣説明会の参加人数と状況はどうだったか。 

（学教課長） 高校生の海外派遣説明会については、１９名が参加した。４月２１日で申込みが締

め切られたが、２１名の申込みがあった。内訳は１年生８名、２年生６名、３年生７

名である。５月１３日に選考試験を行い、８名を決定する。 

日程第３ 管理指導主事等からの報告 

（南雲管理） 中学校入学式は順調に終了した。 

（小島管理） 始業式、入学式が終わり、順調にスタートしている。 

（近藤主事） 今年度も学校と連携をとり、支援を必要とする子ども達や保護者の気持ちに寄り添

いながら、学校生活に子ども達が適応できるよう支援指導していく。 

（中村主事） 国の教育動向を見据え、学校のニーズに応えることを基本に、先生や子ども達を支

援していく。 

（西野委員） 読む力と話す力は大事だと考えている。教育関係者は、しっかりとした日本語を話

すべきである。研修会などで取り上げてもらいたい。 

（中村主事） 研修会に取り入れていきたい。 

日程第４ 第 16号議案 南魚沼市特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について 

（学教課長） （日程 10 ページ、南魚沼市特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正につい

て資料説明） 

質疑なし 

日程第５ 第 17号議案 南魚沼市学齢児童生徒の就学援助条例の一部改正について 

（学教課長） （日程 12 ページ、南魚沼市学齢児童生徒の就学援助条例の一部改正について資料

説明） 

質疑なし 

日程第６ 第 18号議案 南魚沼市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

（学教課長） （日程 15 ページ、南魚沼市教育委員会事務局組織規則の一部改正について資料説

明） 
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質疑なし 

日程第７ 第 19号議案 南魚沼市立学校管理運営に関する規則の一部改正について 

（学教課長） （日程 17 ページ、南魚沼市立学校管理運営に関する規則の一部改正について資料

説明） 

質疑なし 

日程第８ 第 20号議案 南魚沼市地域学校協働本部設置要綱の制定について 

（学教課長） （日程 19ページ、南魚沼市地域学校協働本部設置要綱の制定について資料説明） 

（西野委員） この事業に関しての、学校教育課と社会教育課の関係性を説明してもらいたい。ま 

た、統括コーディネーターの権限、役割を教えてもらいたい。 

（学教課長） 学校が地域と連携する部分、また学校の中でいろいろ動く部分については学校教育 

課が担当し、地域の中での活動や、地域の様々な教育分野については社会教育課が担 

当し、連携しながら事業を行っている。統括コーディネーターの役割・権限は、地域      

学校協働本部の４本部を束ね、連絡調整を図ることや、教育委員会事務局と様々な打

合せを行い、４本部に伝えることである。 

（角谷委員） 本部のあり方の評価を行ってもらいたい。 

日程第９ 第 21号議案 南魚沼市立学校に係る学校評議員設置要綱の廃止について 

（学教課長） （日程 23 ページ、南魚沼市立学校に係る学校評議員設置要綱の廃止について資料

説明） 

質疑なし 

日程第１０ 第 22号議案 南魚沼市家庭教育支援チーム設置要綱の制定について 

（社教課長） （日程 24ページ、南魚沼市家庭教育支援チーム設置要綱の制定について資料説明） 

（西野委員） 南魚沼市の社会教育として、家庭教育をどのようにとらえており、だんぼの部屋は 

どのような役割を果たせると考えているか。 

（教育部長） 家庭教育がどんなものかということは、一口では言えない。家庭教育は家庭で行わ 

れるが、その中でどのような形で行政が支えていくかは、いろいろなチャンネルがあ 

ると思っている。だんぼの部屋の活動としての学習会や、味噌づくりの中での親子の 

会話などを、家庭教育の支援のチャンネルの一つと考えている。 

（須藤委員） だんぼの部屋の立ち位置や、今後の発展について懸念していたが、家庭教育支援チ 

ームが設置されることとなり、非常に大きな一歩前進になった感じている。 

（川島委員） 家庭教育支援員とチーム支援員の活動の違いはあるか。 

（社教課長） 家庭教育支援員は、親子教室等の企画運営やチーム支援員と行うミーティングの取 

りまとめなど、リーダー的な立ち位置となっている。チーム支援員は、日々の各学校 

での相談業務や家庭教育支援員からの要請への協力が活動内容となっている。 

（川島委員） 活動内容が区別されているのであれば役割の整理を行い、地域コーディネーターの 

ように統括的な役割をつけ加えた方が違いがはっきりするのではないか。現在、だん 

ぼの部屋は小学校に設置されているということもあり、学校関係の親子支援が中心に

なっている。他との連携も行っていってもらいたい。 

（教 育 長） 社会教育課としての家庭教育支援は、だんぼの部屋という捉え方はしていないか。 

      社会教育へのアプローチの仕方はいくつもあると思うが、だんぼの部屋があるから社 

      会教育の取組としては支援済みであると考えてはいないか。 

（社教課長） だんぼの部屋だけでなく、市民会議が開催している親子サロンや心豊かな子育て 

教室なども親子のふれあいの場として、家庭教育支援と考えている。 

（角谷委員） 社会教育計画の子育て支援には、心豊かな子育て教室しか掲載がなく、それを目に 
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した人は、市の子育て支援としてはそれだけしかないのかと感じるのではないか。次 

回作成する際には、市全体で行っている事業を網羅した内容で作った方がわかりやす 

いと感じた。 

日程第１１ 第 5号報告 南魚沼市学校運営協議会委員の委嘱について 

（指導係長） （日程 27ページ、南魚沼市学校運営協議会委員の委嘱について資料説明） 

（西野委員） 委員の中に学校教職員が入っているがいいのか。 

（教育部長） 規則第 7条に、学校運営協議会委員は次に掲げる者のうちから校長の推薦により教

育委員会が委嘱すると書かれている。次に掲げる者の中には、設置校の校長と設置校

の教職員が書かれている。 

日程第１２ 第 6号報告 南魚沼市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

（スポーツ係長） （日程 34ページ、南魚沼市スポーツ推進審議会委員の委嘱について資料説明） 

質疑なし 

日程第１３ 第 7 号報告 令和５年度南魚沼市奨学金貸与基金条例に基づく貸与者の決定につ

いて（資料は当日配布回収） 

（庶務主幹） （当日配布資料説明） 

質疑なし 

日程第１４ 第 8 号報告 令和５年度南魚沼市奨学金の返還猶予について（資料は当日配布回

収） 

（庶務主幹） （当日配布資料説明） 

質疑なし 

日程第１５ そ の 他 

（１）令和 5年度教育関係予算の概要について 

（教育部長） （日程 35ページ、令和５年度教育関係予算の概要について資料説明） 

質疑なし 

（２）子ども・若者相談支援センターの相談等状況について（3月分） 

（子若センター長） （日程 44ページ、3月分相談等状況について資料説明） 

質疑なし 

（３）家庭教育支援事業実施状況（3月分） 

（社教課長） （日程 46ページ、3月分家庭教育支援事業実施状況について資料説明） 

質疑なし 

（４） 学校・地域の連携促進事業実施状況（3月分） 

（学教課長） （日程 47ページ、3月分学校・地域の連携促進事業実施状況について資料説明） 

質疑なし 

（５） 令和 5年度地域学校協働活動推進員報告について 

（指導係長） （日程 48ページ、令和 5年度地域学校協働活動推進員報告につて資料説明） 

質疑なし 

（６） 新潟県教育振興基本計画（概要版）について 
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（庶務主幹） （別紙概要版について説明） 

質疑なし 

 （７）その他 

（教 育 長） 今後の日程について、次回教育委員会は５月２６日（金）午前９時３０分から市民

会館で行う。第６回教育委員会は、６月３０日（金）午前９時３０分から市民会館で

行う。以上をもって、第４回教育委員会を閉会とする。 

 

１２時０７分閉議閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 


